
平成２１年１１月３０日（月）～１２月６日（日）〔平成２１年第４９週〕の感染症発生状況 

第４９週で報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）感染性胃腸炎 ３）A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎となっています。 
インフルエンザは、定点あたり１８．７４と前週より報告数は減少しました。一方で、感染性胃腸炎の報告が増加しております。インフルエ

ンザと同様に感染性胃腸炎にも注意が必要です。

発行 川崎市健康福祉局健康安全室・衛生研究所・各区保健福祉センター（保健所） 

インフルエンザ発生状況（３年間）
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感染性胃腸炎発生状況（３年間）
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【感染症発生動向調査事業から】 
  
 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、何の病気が流行しているか！

第４９週報告数第２位 

第４９週報告数第１位 

～新型インフルエンザワクチン情報～ 

 

平成２１年１２月７日月曜日から次の方につい

て、ワクチンが接種できます。 
① 基礎疾患がある方（最優先患者以外） 
② 小児（１歳 から小学３年生までの方） 

 

 

※ワクチン接種日に１歳である必要があります。

※

ワクチンの効果 

症状が重くなったり、亡くなったりするのを防止することに一定の効果が認められますが個人差があります。 

また、ワクチンを接種しても、感染することがあります。 

ワクチンの副反応 

接種後、はれたり、熱が出るなどの症状が見られたりするほか、まれに重篤な症状を引き起こす可能性もあります。 

※一般的に新型インフルエンザに感染して発症した人は免疫を持っているため、接種の必要はないと考えられています。 

新型インフルエンザワクチンの接種は、義務ではなく、希望者へ接種するものです。 １ 接種を希望するかを考える。 

２ かかりつけ医療機関または新型インフルエンザワクチンを接種できる医療機関に予約して接種する。 

接種できる医療機関・接種回数・必要書類 
対象者ごとに異なりますので、市ホームページをご覧ください。 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞがご覧になれない方は相談センターまでお問い合わせ下さい。

接種費用 

回数 接種費用 

１回目 ３，６００円 

２回目 １回目と同じ 

医療機関 

２，５５０円 

１回目と異なる 

医療機関 

３，６００円 ＜接種費用の助成＞ 

 川崎市にお住まいの生活保護世帯及び市民税非課税世帯の方は、助成制度があります。市ＨＰや電話で確認してください。 

＜川崎市ホームページの紹介＞ 

（パソコン）http://www.city.kawasaki.jp/35/35sippei/home/kansen/wakutin/ 

（携帯電話）http://www.city.kawasaki.jp /k/35kenan/wakutin/ 

＜問い合わせ先の紹介＞新型インフルエンザ相談センター 健康福祉局健康安全室 ☎０４４－２００－２６９２ 
 


